
令和 7 年度
医学部前期入学試験問題 理 科

〔「物理基礎・物理」「化学基礎．化学」「生物基礎•生物」〕

（時間： 2 出題科目で 120 分）

注意事項

1 試験開始の合図があるまで，この問題冊子の中を見てはいけません。

2 出題科目．ページ及び選択方法は．下表のとおりです。

出題科 目 ページ 選 択 方 法

「物理基礎・物理」 l ~ 3 

左の 3 出題科目のうちから，あらかじめ届け出た 2 出題科目について解答し
「化学基礎・化学」 4 ~ 6 

なさい。

「生物基礎•生物」 7 ~ 9 

3 試験中に問題冊子の印刷不鮮明，ページの落丁・乱丁および解答用紙の汚れ等に気付いた場合は，手を挙げて監督者

に知らせなさい。

4 解答は，すべて解答用紙の所定の欄に記入しなさい。

5 字数制限のある設問では指示がない限り句読点や英数字も l 字につき解答欄 1 マスを使い解答しなさい。

6 問題冊子の余白は，計算等に用いて構いません。

7 試験終了後，解答用紙のみを回収します。
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化学基礎・化学

必要があれば，原子量は次の値を用いること。 H 1. 0, C 12, 0 16, S 32, Fe 56, Cu 64, Zn 65 

計算は有効数字 2 桁で求めよ。

[ 1 ] 次の文章を読んで，後の問い（問 1 ~5) に答えよ。

金属 A~F は，ナトリウム，鉄，銅亜鉛，銀，白金のいずれかである。これらの金属について，実験結果(1)~(9)を得た。

【実験結果】

(1) A は，常温の水と激しく反応して水素を発生したが，他の金属は反応しなかった。

(2) B と C は，いずれも希硫酸と反応して水素を発生した。

(3) D と E は，いずれも希硫酸には溶解しなかったが，硝酸には溶解した。

(4) F は，希硫酸や硝酸には溶解しなかったが，王水（濃硝酸と濃塩酸を体積比 1 : 3 で混合した溶液）には溶解した。

(5) C の板の表面に B をめっきしたものはトタンであり， C の板の表面にスズをめっきしたものはブリキである。トタ

ンとブリキの表面に傷をつけて内部の C を露出させ，そのまま長期間放置した。トタンと比べて，ブリキの内部の C

の方がさびていた。

(6) E のイオンを含む水溶液に D の板を入れたところ， E の金属樹が生じた。無色であった水溶液にも色がついた。

(7) 希硫酸に B の板と D の板を離して入れ，導線で結んだところ， B が負極， D が正極となる電池となった。

(8) B と D からなる合金 10. 0 gを酸化力のある酸で完全に溶かし，酸性の水溶液とした。この水溶液に硫化水素を十分

に通じたところ，純粋な化合物として 9. 6 gの黒色沈殿が得られた。
アンペア

(9) 両極に F を用いて，硫酸銅(Il)水溶液を電気分解した。ある時間 10 A の電流を通じたところ，陰極では 6. 4 gの金

属が析出し，陽極では気体が発生した。

問 1 実験結果から， A~F に該当する金属の元素記号を答えよ。

問 2 実験結果(6)について， E の金属樹が生じた後，水溶液は何色になったか。理由を含めて説明せよ。また，説明にはイオ

ン反応式を用いること。

問 3 実験結果(7)について，両極で起きる反応を，電子 e―を含むイオン反応式でそれぞれ記せ。

問 4 実験結果(8)について， この合金中の B と D の質量比 (B: D) を最も簡単な整数比で示せ。

問 5 実験結果(9)について，次の問い(i)~(iii)に答えよ。ただし，ファラデー定数 F= 9. 65 X 104 C/mol とする。

(i) 両極で起きる反応を，電子 e―を含むイオン反応式でそれぞれ記せ。

(ii) 電流を流していた時間は何分間か。

(iii) 陽極で発生する気体は標準状態 (0 ℃,1. 013 X 1 が Pa) で何 L か。
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[ 2 ] 次の文章を読んで，後の問い（問 1 ~6) に答えよ。

コロイドとは，コロイド粒子が均ーに分散している状態をいう。また，コロイド粒子を均ーに分散させている物質を分散
(a)- (bl 

媒コロイド粒子として分散している物質を分散質という。分散媒が液体のとき特にコロイド溶液という。流動性を失って

固まった状態を［こここ］といい，さらに，乾燥させたものを［ここコという。セッケンなどの界面活性剤を水に溶かす
と，ある濃度以上で多数の分子が集合したコロイド粒子を形成する。このような粒子の集合体を［口ここ］という。コロイド
溶液は様々な性質を示すが，その中の一つにチンダル現象が知られている。また，水酸化鉄 (III) などの疎水コロイドに少量の

(d) 

電解質水溶液を加えると，容易に沈澱が生じる。この現象を凝析といい，負電荷をもつ粘上のコロイド粒子を含む河川の泥水
(e) 

二などに利用されている。

問 1 文章中の［こロコ～ ［：ロニ］に，適切な語句を記入せよ。

問 2 下線部(a)の直径 (D と表記する）について，最も適当な直径の範囲を次の①～④のうちから一つ選び，数字で答えよ。

( 10—]5 m ;｣ D < 10-12 m ( 10—12 m ;｣ D < 10—9m ( 10-9m ;｣ D < 10—6m ( 10-6m:;£D<lO —3m 

問 3 下線部(b)について，次に示す①～④の分散質と分散媒は，固体，液体，気体のどれか。それぞれの組み合わせを解答欄

に記入せよ。

①煙 ② 色ガラス ③ セッケンの泡 ④ 牛乳

問 4 下線部C)の性質について，正しいものを次の①～⑤のうちから工2エ選び，数字で答えよ。

① 親水コロイド粒子はその表面に多数の水分子が水和するため，多量の電解質を加えても沈殿を生じない。

② コロイド粒子は半透膜を通過できないので，それより小さい分子やイオンなどの溶質をコロイド溶液から分離でき

る。

③ コロイド溶液中のコロイド粒子は，分散媒の分子の衝突を受けて，ゆれ動きながら不規則に運動している。

④ 水酸化鉄 (III) のコロイド溶液に電極を浸して直流電圧をかけると，そのコロイド粒子は陽極側に移動する。
にかわ

⑤ 墨汁は炭素のコロイド溶液に，親水コロイドの膠を加えて，凝集を抑えている。

問 5 下線部(d)はどのような現象か。それが起こる理由も説明せよ。

問 6 下線部e)について，次の①～⑤の電解質を同じ濃度で河川の泥水に加えた際，最も有効な電解質を一つ選び，数字で答

えよ。またその理由を説明せよ。

① 炭酸水素ナトリウム

④ 硫酸ナトリウム

② 塩化マグネシウム

⑤ 硫酸アルミニウム
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③ 塩化カルシウム
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